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第２回臨時会で決まったこと
令和２年

第２回臨時会 2

　令和２年第２回片品村議会臨時会を４月２２日に開催しました。執行部からは「一般会計補正予算」
「専決処分の報告」等が提案され、いずれも原案どおり可決しました。

片品村議会副議長

千　明　　勉

令和２年第２回臨時会補正予算

主な一般会計補正内容

歳　　　　入

歳　　　　出

会  計  名 歳入歳出補正前 補  正  額 補  正  後

（単位：千円）

一般会計（第１号） 3,423,000 3,467,98044,980

（単位：千円）

基金繰入金

☆片品村税条例の一部を改正する条例

☆片品村国民健康保険税条例の一部を改正する条例

☆片品村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例

財政調整基金繰入金 44,980

総　務　費 総務管理費 44,980

　

こ
の
度
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り

副
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
、
ご
厚
情
に
対
し
、
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
片
品
村
は
人
口
減
少
や
後
継
者
不

足
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
身
に
迫

る
重
要
な
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、
議
会

も
村
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
き
責
務
は
大

変
重
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
に
私
が
副
議
長
と
し

て
議
長
の
補
佐
の
重
責
を
全
う
で
き
る
か
、

心
中
密
か
に
不
安
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
最
善
の
努
力

を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

専決処分の報告

副 議 長
あいさつ



第３回定例会3

観光産業常任委員会

総務文教常任委員会

議会広報編集特別委員会

＝就任のあいさつ＝

＝就任のあいさつ＝

議会運営委員会
＝就任のあいさつ＝

＝就任のあいさつ＝

◎鹿野　一郎　○狩野　孝夫　飯塚　美明
　星野　栄二　　後藤　眞平　千明　　勉

◎星野　吉弥　○北澤　佳子　千明　道太
　髙山　悦夫　　萩原　正信　萩原　和典

◎萩原　和典　○後藤　眞平　千明　道太
　千明　　勉　　星野　吉弥　鹿野　一郎

◎髙山　悦夫　○飯塚　美明　鹿野　一郎
　星野　吉弥　　狩野　孝夫　北澤　佳子

　この度、６月議会定例会におきまして、委員各位のご推

挙をいただき、議会運営委員長に就任いたしました。

　少雪などの影響による観光客の減少や新型コロナウイル

スの感染予防対策など、大変な時代を迎えておりますが、

円滑な議会運営と活発な議会活動を心掛けて参りますので、

村民、皆様の温かいご指導とご鞭撻を心からお願い申し上

げ就任の挨拶といたします。　　　（委員長　髙山　悦夫）

　年 4 回発行の「議会だより」を１年間担当させて

いただきます。より分かりやすい紙面となるよう 6

名のメンバーで編集、発行に努めて参りますのでよ

ろしくお願いいたします。

        　　　　　　　　　　（委員長　萩原　和典）

　この度、６月定例会におきまして、委員各位のご推挙を頂き、

総務文教委員長に就任いたしました。

　新型コロナウイルス感染の拡大防止の非常事態宣言も全面解

除になりましたが、依然として特に観光面が厳しい状態が続い

ているような状態です。

　これから１年間、当局、執行部、所管の皆様のご指導を仰ぎ、

頑張りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（委員長　狩野　一郎）

　６月定例会に於きまして、委員各位のご推挙をいただき

観光産業常任委員長に就任いたしました。

　片品村民に有益な施策の実現に向け、委員６名一体とな

り頑張ってまいります。

　村民皆様のご指導と御協力を宜しくお願い申し上げ、就

任の挨拶とさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　（委員長　星野　吉弥）
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◎
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
の

　
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

◎
片
品
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

◎
花
の
駅
片
品
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正

◎
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
の
特
例
に
関
す

　
る
条
例
の
制
定
（
議
員
発
議
）

　

片
品
村
の
厳
し
い
財
政
状
況
及
び
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
処
す
る
必
要
性

に
鑑
み
、
一
層
の
歳
出
削
減
に
寄
与
す
る
た

め
、
令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３

月　

日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
給
与
月
額

の　

％
を
減
ず
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
処
す

る
必
要
性
に
鑑
み
、
令
和
２
年
７
月
１
日
か

ら
令
和
３
年
３
月　

日
ま
で
の
間
に
お
い
て

は
、
報
酬
月
額
の　

％
を
減
ず
る
。

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
が
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
、
一
部
改
正

　

花
の
駅
・
片
品
﹁
花
咲
の
湯
﹂
の
使
用
料

金
を
変
更
す
る
た
め
の
、
一
部
改
正

令和２年度　６月補正予算

令和元年　一般会計繰越明許費繰越計算書

主な一般会計補正内容

６
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

陳 情 審 議 結 果 表

専 決 処 分 の 報 告

歳　　　入

歳　　　出

会  計  名 歳入歳出補正前 補  正  額 補  正  後

（単位：千円）

一般会計（第３号） 3,904,380 3,987,72483,344

項　目 事　業　名 金　額 翌年度繰越額

（単位：千円）

総　務　費

農林水産業費

土　木　費

総　務　費

民　生　費

商　工　費

消　防　費

教　育　費

役場本庁舎耐震改修設計業務委託

ダゴジ地区農業排水施設整備工事

ダゴジ地区調査設計業務及び請負・出来高業務

細工屋橋橋梁補修・補強詳細設計委託

三松橋橋脚基礎補修工事

5,874

14,300

1,122

26,500

13,500

5,847

49,703

1,122

42,000

13,500

（単位：千円）

地方交付税

国庫支出金

国庫補助金

県 支 出 金

基金繰入金

諸　収　入

村　　　債

普通交付税

子育て世帯臨時特例給付金

新型コロナウイルス感染症対策等

公立学校情報ネットワーク環境施設整備費等

公立学校情報機器整備費

財政調整基金繰入金

コミュニティ事業助成金

学校教育施設等整備事業債

庁舎管理費等

児童福祉扶助費等

観光施設整備・管理事業等

消防団運営費

公立学校情報ネットワーク環境施設整備費等

29,908

4,954

55,515

22,437

800

41,850

1,280

10,300

11,380

5,430

9,120

1,026

56,388

歳　　　入

歳　　　出

★一般会計補正予算（第２号）

※片品村税条例の一部を改正する条例

（単位：千円）

国庫支出金
特別定額給付金

給付事業補助金
436,400

436,400総　務　費
特別定額給付金

給付事業

　

令
和
２
年
第
３
回
片
品
村
議
会
定
例
会(

６
月
議
会)

を
６
月
５
日
か
ら　

日
ま
で
の

８
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら
は
﹁
一
般
会
計
補
正
予
算
﹂
﹁
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
﹂﹁
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
﹂﹁
専
決
処
分
の
報
告
﹂
等
が

提
案
さ
れ
、
議
会
か
ら
は
議
員
発
議
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

予
算
説
明
会
、
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
全
て
の
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

12

付　託
年月日

令和２年

３月５日

若い人も高齢者も安心できる全

額国庫負担の最低保障年金制度

創設を政府に求める陳情

総務文教

常任委員会
趣 旨

採 択

前橋市樋越町 183-4
全日本年金者組合群馬本部
執行委員長代行　女屋　定俊
全日本年金者組合利根支部
支部長　林　マツ

件　　名 陳  情  者 付託委員会 審議結果

片
品
村
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

3110

3110

△



5

答
村
政
を
問
う
！

一 

般 

質 

問
 

　
︵
１
︶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
支
援
策
で
、
片
品
村
民
に

対
す
る
村
独
自
の
支
援
策
を
講
じ

ま
し
た
が
、
項
目
ご
と
に
件
数
・

数
量
・
金
額
等
含
め
て
伺
い
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

　
　
支
援
策
に
つ
い
て

問

星野  吉弥 議員

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
は
、
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
の
雪
不
足
の
影
響
か
ら
続
き
、

非
常
に
厳
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

少
し
で
も
影
響
の
緩
和
を
は
か
る

べ
く
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
を

考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
支
援
策

を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

生
活
支
援
対
策
事
業
と
し
て
の

１
万
円
分
の
商
品
券
を
、
全
村
民

４ 

３
４
１
人
に
給
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
５
月
の
連
休
前
に
は

感
染
防
止
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
の
、
全
村
民
へ
の
１
人
３
枚
、

約
１
万
３ 

０
０
０
枚
の
マ
ス
ク
配

布
を
、
職
員
が
手
分
け
で
各
家
庭

に
直
接
届
け
ま
し
た
。

　

小
口
資
金
融
資
事
業
と
し
て
、

令
和
元
年
度
分
の
小
口
資
金
の
利

子
補
給
の
引
き
上
げ　

件
、
さ
ら

に
令
和
２
年
、
運
転
資
金
と
し
て

の
借
り
入
れ
分
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
も
含
め
て
６
年
間
の
利
子
補

給
の
引
き
上
げ
を
行
い
、
令
和
２

年
度
分
と
し
て
、　

件
、
３
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
へ
の
給
食
費

支
援
事
業
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

休
業
中
の
登
校
日
の
給
食
、
５
月

末
ま
で
の
約
２ 

９
０
０
食
を
、
家

事
の
負
担
軽
減
と
児
童
生
徒
の
栄

養
管
理
を
は
か
る
た
め
無
償
提
供

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
か
ら
の
補
助
金
を
受

け
て
の
、
特
別
定
額
給
付
金
も
速

や
か
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

す
で
に
世
帯
で
約　

％
、
金
額
で

約
４
億
３ 

０
０
０
万
円
の
給
付
が

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

︵
村
長
︶

答
　

持
続
化
給
付
金
は
片
品
村
観
光

協
会
及
び
商
工
会
で
取
り
扱
っ
た

件
数
は
、
５
月　

日
現
在
、
合
計

で　

件
と
な
っ
て
お
り
、
業
種
別

の
内
訳
は
、
宿
泊
業　

件
、
飲
食

業
６
件
、
卸
売
業
１
件
、
小
売
業

３
件
、
建
設
業
４
件
、
旅
客
運
送

業
１
件
で
、
農
業
に
つ
い
て
は
、

前
年
の
収
入
と
の
比
較
が
可
能
と

な
る
７
月
以
降
の
申
請
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
群
馬
県
感
染
症
対
策
事

業
継
続
支
援
金
の
申
請
状
況
に
つ

い
て
は
、
観
光
協
会
及
び
商
工
会

で
取
り
扱
っ
た
件
数
で
は
５
月

日
現
在
、
合
計
で
約　

件
と
の
こ

と
で
あ
り
、
業
種
別
は
現
在
確
認

作
業
中
で
集
計
出
来
て
な
い
状
況

で
す
。

　

い
ず
れ
も
申
請
期
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
申
請
漏
れ
が
な

い
よ
う
に
、
周
知
徹
底
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

︵
村
長
︶

　

そ
の
中
で
、
予
算
の
範
囲
内
で
、

で
き
る
限
り
村
内
産
、
県
内
産
及

び
国
内
産
の
食
材
を
優
先
し
納
品

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
結
果
、
平
成

　

年
度
の
群
馬
県
教
育
委
員
会
の

調
査
で
は
県
内
産
の
賄
材
料
の
利

用
率
が
食
材
数
ベ
ー
ス
で
、
群
馬

県
の
平
均
が　

％
、
利
根
沼
田
管

内
の
平
均
が　

 

９
％
、
片
品
村
は

　

％
で
県
内
で
も
上
位
の
結
果
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
給
食
に
﹁
片
品
の
日
﹂

を
も
う
け
、
片
品
村
振
興
公
社
や

地
元
の
農
家
か
ら
仕
入
れ
た
ト
マ

ト
や
リ
ン
ゴ
を
使
用
し
た
カ
レ
ー
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
加
工
し
た
ジ
ャ

ム
、
と
れ
た
て
の
と
う
も
ろ
こ
し

な
ど
を
献
立
に
と
り
い
れ
、 

Ｊ
Ａ

片
品
支
店
か
ら
購
入
し
た
新
米
を

児
童
生
徒
に
食
べ
て
い
た
だ
く
な

ど
、
郷
土
愛
を
育
む
取
り
組
み
も

年
間
数
回
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
村
内

農
産
物
等
の
活
用
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

答
　

給
食
に
か
か
る
賄
材
料
費
は
受

益
者
負
担
と
し
、
今
年
度
及
び
前

年
度
と
も
に
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で

１ 

４
８
０
万
円
を
計
上
し
、
お
よ

そ
１
食
あ
た
り
２
０
０
円
程
度
で

提
供
し
て
お
り
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

 

　
︵
２
︶
村
長
は
、
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
各
情

報
を
、
い
ち
早
く
村
内
全
世
帯
に

対
し
配
布
チ
ラ
シ
や
防
災
無
線
で

周
知
を
行
い
、
更
に
は
、
片
品
村

観
光
協
会
長
と
し
て
は
協
会
会
員

全
員
に
対
し
、
一
斉
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
、

自
ら
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
情

報
発
信
に
よ
り
細
や
か
に
周
知
を

行
い
ま
し
た
が
、
経
済
産
業
省
の
持

続
化
給
付
金
及
び
群
馬
県
感
染
症

対
策
事
業
継
続
支
援
金
の
各
申
請

状
況
の
業
種
別
件
数
を
伺
い
た
い
。

問

 

　
︵
３
︶
群
馬
県
は
補
正
予
算
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
外
食
産
業
の
落
ち
込
み
に
よ

る
牛
肉
価
格
低
迷
の
生
産
者
支
援

と
し
て
、
５
億
円
余
り
の
補
正
予

算
に
よ
り
、
群
馬
県
産
牛
肉
の
学

校
給
食
へ
の
提
供
を
本
年
度
３
回

行
う
こ
と
を
決
め
て
実
施
す
る
方

向
で
あ
る
。
子
供
の
食
育
教
育
の

た
め
に
も
、
今
ま
で
以
上
に
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
当
村
食
材
の

地
産
地
消
を
推
し
進
め
、
農
業
生

産
者
支
援
を
お
願
い
し
た
い
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
支
援
策

テーマ

一　般　質　問

 

　
︵
４
︶
今
回
、
学
校
の
長
期
休

校
に
よ
り
、
今
後
の
学
校
授
業
・

教
育
の
あ
り
方
及
び
生
徒
に
よ
っ

て
は
心
の
ケ
ア
等
の
問
題
を
群
馬

県
は
も
と
よ
り
、
各
学
校
と
相
談

し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

ま
す
が
、
い
か
が
な
考
え
か
を
伺

い
た
い
。

問

,

,

,

,

,
40

69

22

22

50

30

3843

50

54

39

98

.



一　般　質　問 6

答
　

小
中
学
校
の
臨
時
休
業
中
、
児

童
生
徒
は
プ
リ
ン
ト
等
を
使
用
し

た
自
宅
で
の
学
習
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、
保
護
者
の
皆
様
に

は
そ
れ
ぞ
れ
お
持
ち
の
仕
事
や
家

事
を
行
う
中
で
、
大
変
長
い
期
間
、

自
宅
で
学
習
す
る
子
ど
も
達
へ
の

対
応
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
ご
苦
労
に
対
し
ま
し
て
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
再
開
に
当
た
り

ま
し
て
、
自
宅
で
の
学
習
期
間
が

長
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
不
安
や
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
達

も
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
心
の

ケ
ア
に
つ
い
て
も
、
教
育
現
場
に

い
る
教
職
員
に
対
し
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
用
を
含
め
最

大
限
の
支
援
と
言
動
の
注
視
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
で
は
、
児
童
生
徒
に
対
し
て

端
末
一
人
１
台
の
環
境
を
整
備
す

る
た
め
の
﹁
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
事
業
﹂
を
複
数
年
で
実
施
す

る
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
よ
う
な
臨
時
休
業
の
際
に

活
用
で
き
る
よ
う
事
業
を
前
倒
し

し
て
取
り
組
む
た
め
の
補
正
予
算

を
成
立
さ
せ
、
本
村
で
も
そ
の
事

業
を
実
施
す
る
た
め
補
正
予
算
と
、

﹁
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
事
業
﹂

が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
緊
急
的
措

置
と
し
て
、
現
在
学
校
で
所
有
す

る
情
報
通
信
機
材
を
活
用
し
て
対

応
す
る
た
め
の
補
正
予
算
を
計
上

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
今
回
の
よ

う
な
自
宅
で
学
習
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
態
が
再
び
訪
れ
た
場

合
で
も
、
群
馬
県
教
育
委
員
会
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
信
す
る

学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
や
、

教
員
が
子
ど
も
達
の
顔
を
見
て
生

活
指
導
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
学
習
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
限
ら
れ
た
授
業
日
数
の

中
で
効
率
的
、
効
果
的
な
学
校
運

営
を
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
議

員
各
位
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

 

　
︵
１
︶
国
か
ら
支
給
さ
れ
る
臨

時
交
付
金
等
の
活
用
で
、
高
齢
者

が
ス
マ
ホ
購
入
す
る
際
の
村
か
ら

の
購
入
費
の
一
部
補
助
及
び
、
生

涯
学
習
事
業
の
一
環
と
し
て
、
少

人
数
で
の
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
を

出
来
な
い
か
伺
い
た
い
。
併
せ
て
、

子
供
会
育
成
会
活
動
支
援
策
と
し

て
子
育
て
世
帯
家
庭
へ
の
支
援
の

充
実
を
お
願
い
し
た
い
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

高
齢
者
福
祉
及
び
子
育
て
支
援

策
等
併
せ
て
基
幹
産
業
へ
の
今

後
の
取
組
に
つ
い
て

問

 

　
︵
２
︶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
は
経
済
全
体
へ
の

影
響
が
計
り
知
れ
ま
せ
ん
が
、
今

後
当
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

と
観
光
さ
ら
に
は
、
村
民
へ
の
支

援
施
策
等
考
え
が
あ
る
か
ど
う
か

伺
い
た
い
。

問 か
に
給
付
で
き
る
よ
う
、
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
の

ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

あ
り
、
観
光
事
業
は
多
大
な
影
響

が
続
い
て
い
ま
す
。
先
が
見
え
な

い
中
で
営
業
努
力
を
続
け
て
い
る

事
業
者
に
、
少
し
で
も
安
心
感
を

与
え
る
た
め
の
対
策
が
、
早
急
に

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し

た
抽
選
方
法
に
よ
る
宿
泊
等
の
割

引
、
学
生
の
団
体
を
対
象
と
し
た

バ
ス
料
金
、
幹
事
等
へ
の
補
助
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
す
す
め
て
い
る
県

民
宿
泊
補
助
﹁
泊
ま
っ
て
！
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
や
、
国
で
実
施

す
る
官
民
一
体
の
﹁
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
﹂
に
片
品
村
独
自
で
、

村
内
施
設
で
利
用
で
き
る
ク
ー
ポ

ン
の
付
与
の
検
討
を
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
の
村
民
へ
の
さ
ら
な
る
支

援
策
で
す
が
、
経
済
対
策
と
し
て
、

村
内
全
世
帯
の
水
道
基
本
料
金
、

令
和
２
年
度
第
２
期
か
ら
第
４
期

分
ま
で
の
減
免
と
、
尾
瀬
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
徴
収
し
て
い
る
村

内
登
録
事
業
者
の
一
般
廃
棄
物
処

理
手
数
料
を
６
ヶ
月
間
減
免
す
る

措
置
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
国
、
県
の
施
策
の
情
報

と
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
村
民

の
生
活
を
守
る
た
め
の
支
援
策
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

答
　

農
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
持
続

化
給
付
金
の
交
付
対
象
と
な
る
こ

と
か
ら
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
広
く
周
知
し
、
事
業
収
入
が
大

き
く
減
っ
た
農
業
者
の
方
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
し
て
い

る
所
で
あ
り
ま
す
。

　

片
品
村
で
は
、
こ
れ
か
ら
農
繁

期
に
入
っ
て
行
く
こ
と
か
ら
今
後

の
動
向
を
見
な
が
ら
関
係
者
と
一

体
と
な
っ
て
、
片
品
村
に
あ
っ
た

支
援
策
を
検
討
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大

す
る
以
前
か
ら
、
小
雪
の
影
響
も

︵
村
長
︶

答
　

交
付
金
の
対
象
事
業
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

防
止
、
及
び
感
染
拡
大
の
影
響
を

受
け
て
い
る
地
域
経
済
や
住
民
生

活
の
支
援
に
、
特
に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、

現
在
、
ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
住
民

支
援
の
仕
組
み
が
で
き
て
い
な
い

た
め
、
ス
マ
ホ
購
入
の
一
部
補
助

は
、
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
と
あ

わ
せ
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
向
け
の
ス
マ
ホ

教
室
の
開
催
に
つ
い
て
で
す
が
、

昨
年
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
で
ス
マ
ホ

教
室
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て

お
り
ま
す
が
、
機
種
や
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
者
に
よ
り
、
使
用
方
法

が
異
な
る
こ
と
や
操
作
方
法
が
複

雑
で
、
講
師
の
依
頼
が
困
難
な
た

め
、
実
施
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

教
育
委
員
会
で
行
う
生
涯
学
習

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
ま
し
て
も
、

同
様
の
理
由
で
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
家
庭
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
補

正
予
算
に
計
上
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
認
定
を
い
た
だ
き
、
速
や

︵
村
長
︶ 高

齢
者
福
祉
及
び
子
育
て
支
援

基
幹
産
業
の
今
後
の
取
り
組
み

テーマ
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答

答

協
議
事
項

意
見

　
公
的
年
金
の
財
源
に
占
め
る
国

庫
負
担
の
割
合
は
現
在
２
分
の
１

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢

化
に
よ
り
逼
迫
す
る
年
金
財
政
を

補
う
た
め
、
年
金
開
始
年
齢
を
　

歳
か
ら
　
歳
に
ま
で
繰
り
下
げ
ら

れ
る
年
金
改
革
法
も
過
日
国
会
で

成
立
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
情

勢
下
に
於
い
て
、
更
に
国
庫
負
担

を
増
や
す
全
額
国
庫
負
担
の
最
低

保
障
年
金
制
度
の
創
設
は
、
国
民

へ
の
税
負
担
も
増
大
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
全
体

の
問
題
と
し
て
、
さ
ら
に
議
論
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
見
で
あ

り
、
趣
旨
採
択
と
す
る
。

　﹁
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で

き
る
全
額
国
庫
負
担
の
最
低
保
障

年
金
制
度
創
設
を
政
府
に
求
め
る
﹂

陳
情

問　
　
学
校
が
休
校
し
て
い
る
間
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
費
用
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

問　
　
役
場
庁
舎
内
の
清
掃
作
業
に

機
械
化
を
導
入
し
て
、
作
業
を
効

率
化
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

問　
　
旧
サ
エ
ラ
ス
キ
ー
場
の
コ
ー

ス
跡
地
に
大
型
太
陽
光
発
電
の
パ

ネ
ル
を
設
置
す
る
工
事
を
行
っ
て

い
る
が
、
完
成
後
の
そ
の
施
設
と

土
地
に
関
す
る
課
税
に
つ
い
て
は

ど
ん
な
も
の
か
。

答
︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

　

昨
年
度
か
ら
、
希
望
者
に
は
小

中
学
校
と
も
に
登
校
時
は
乗
車
で

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

　

令
和
２
年
度
か
ら
契
約
方
法
を

見
直
し
ま
し
て
、
月
毎
の
運
行
日

数
が
臨
時
休
校
や
夏
休
み
な
ど
で

変
動
が
大
き
い
た
め
、
年
間
の
委

託
額
を
決
定
し
、
そ
れ
を　

等
分

し
て
、
毎
月
同
額
の
委
託
料
を
支
払

う
と
い
う
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

き
る
よ
う
に
対
応
を
し
て
お
り
ま

す
。
小
学
校
発
の
中
学
校
に
行
く

便
、
中
学
校
を
経
由
し
て
小
学
校

に
来
る
便
を
利
用
し
て
対
応
し
て

い
ま
す
。
下
校
時
に
つ
き
ま
し
て

は
、
中
学
生
の
延
長
部
活
が
あ
っ

た
際
に
限
り
、
時
間
が
遅
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

答
︵
村
長
︶

　

契
約
を
見
直
し
て
、
総
額
で
は

前
年
度
に
比
べ
、
約　

％
削
減
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

答
︵
総
務
課
長
︶

　

今
現
在
、
役
場
の
庁
舎
内
の
日

常
的
な
清
掃
業
務
と
い
う
の
は
、

職
員
１
名
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
１
名
の
計
２
名
で

行
っ
て
い
ま
す
。
本
来
の
清
掃
作

業
に
コ
ロ
ナ
対
応
の
消
毒
作
業
な

ど
が
加
わ
り
、
業
務
量
も
多
く
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
予
算
の
範

囲
内
で
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
も
検

討
し
て
、
効
率
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

︵
住
民
課
長
︶

　

パ
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
固
定
資

産
税
︵
償
却
資
産
︶
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
実
際
に
通
電
し
て

売
電
が
始
ま
っ
て
初
め
て
課
税
に

な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
確
認
し

た
上
で
課
税
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

土
地
に
つ
い
て
は
、
パ
ネ
ル
の

工
事
が
完
成
す
れ
ば
、
課
税
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
来
年
の

課
税
に
向
け
て
、
関
係
者
の
方
と

協
議
の
上
、
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

陳
情
に
つ
い
て

所
管
事
務
に
つ
い
て

問　
　
近
隣
の
徒
歩
通
学
の
生
徒
を

危
険
防
止
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
乗
車
さ
せ
ら
れ
な
い
か
。

答
︵
教
育
長
︶

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
関
係
の
補

正
予
算
と
し
て
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
は
、
小
学
校
の

Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
の
整
備
と
中
学
校
の

Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
の
整
備
の
工
事
費
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
に
つ
い
て

は
、
群
馬
県
で
決
定
し
た
も
の
を

使
用
す
る
予
定
で
、
パ
ソ
コ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
端
末
と
一
緒
に
、

国
の
補
助
金
を
使
っ
て
購
入
す
る

予
定
で
す
。

問　
　
小
中
学
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
関
係
に
つ
い
て
、
内
容
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

令
和
２
年
度

　
　
補
正
予
算
に
つ
い
て

︻
令
和
２
年
陳
情
第
３
号
︼

12

10

65

75

（
委
員
長
　
鹿
野
　
一
郎
）

オンライン授業の様子
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答

答

協
議
事
項

問　
　
道
の
駅
、
季
節
ご
と
に
食
材

工
夫
で
き
な
い
か
。
お
客
様
を
飽

き
さ
せ
な
い
日
替
わ
り
・
週
替
わ

り
等
の
対
策
に
つ
い
て
。

問　
　
鳥
獣
害
箱
わ
な
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
設

備
設
置
並
び
に
利
根
郡
下
・
県
下

一
体
と
な
る
駆
除
を
進
め
効
率
化

を
高
め
ら
れ
な
い
も
の
か
。

問　
　
鳥
獣
害
電
気
柵
補
助
の
申
請

状
況
と
貸
出
の
保
有
台
数
・
貸
出

件
数
推
移
は
ど
の
様
な
状
況
か
。

併
せ
て
現
状
５
月
か
ら
の
貸
し
出

し
を
４
月
に
変
更
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
可
能
か
。

答
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

今
回
の
補
正
予
算
の
中
に
振
興

公
社
に
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し

て
道
の
駅
等
で
販
売
す
る
食
事

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
お
願
い
す
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
委
託
内

容
の
中
に
、
日
替
わ
り
や
週
替
わ

り
の
お
弁
当
と
か
も
あ
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
考
慮
し
て
お
願
い
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答 問　
　
尾
瀬
の
郷
親
善
大
使
と
交
流

会
を
図
り
、
当
村
の
情
報
発
信
を

更
に
高
め
て
い
た
だ
き
、
観
光
Ｐ

Ｒ
等
村
の
活
性
化
の
一
助
を
お
願

い
で
き
な
い
か
。

問　
　
武
尊
牧
場
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
の
冬
季
利
用
整
備
に
つ
い
て
、

武
尊
山
観
光
開
発
と
協
議
し
、
指

定
管
理
者
制
度
に
し
た
ら
ど
う
か
。

更
に
雪
上
車
に
よ
る
、
輸
送
手
段

を
考
慮
し
た
ら
ど
う
か
。

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

今
年
度
、
当
初
予
算
で
そ
の
関

係
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
、
時

期
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
開
催
が

で
き
る
時
期
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

名
の
大
使
の
方
は
県
外
の
方
が

多
い
の
で
、
首
都
圏
方
面
で
の
開

催
を
視
野
に
、
場
所
等
を
含
め
て

内
容
を
詰
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

冬
季
に
つ
い
て
は
、
営
業
と
し

て
除
雪
を
し
て
、
コ
ー
ス
の
整
備

を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
の
と

こ
ろ
想
定
し
て
い
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
す
。

　

今
後
は
、
例
え
ば
３
月
中
旬
と

か
に
な
っ
て
雪
が
少
な
く
な
っ
て
、

除
雪
を
簡
単
に
で
き
る
よ
う
な
状

態
に
な
れ
ば
、
そ
れ
以
降
は
整
備

等
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
利
用
者

数
の
把
握
等
調
査
し
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
地
に
お
い
て
被
害
の
発
生
を
防

ぐ
こ
と
が
非
常
に
難
し
く
、
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
支
援
事
業

等
が
活
用
で
き
る
よ
う
、
被
害
対

策
に
向
け
て
、
国
を
初
め
県
へ
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
︵
農
林
建
設
課
長
︶

　

現
在
、
沼
田
市
の
利
根
町
に
お

い
て
１
基
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
箱
わ
な
を

設
置
し
て
い
ま
す
が
、
頻
繁
に
誤

作
動
が
生
じ
て
、
あ
ま
り
良
い
成

果
が
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で

す
。
鳥
獣
害
被
害
は
片
品
村
だ
け

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国

︵
農
林
建
設
課
長
︶

　

補
助
申
請
数
は
毎
年　

台
ぐ
ら

い
で
す
。
電
気
柵
の
貸
出
し
の
関

係
は
、
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は

現
在
、
村
の
保
有
台
数　

台
中
、

　

台
の
貸
出
し
を
し
て
お
り
ま
す
。

貸
出
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
現
状

の
５
月
か
ら
４
月
に
変
更
可
能
で

あ
り
ま
す
。

答 問　
　
片
品
村
に
移
住
さ
れ
る
方
へ

の
移
住
支
援
に
つ
い
て
と
、 

Ｗ
ｉ

ー
Ｆ
ｉ
や
テ
レ
ワ
ー
ク
又
は
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
等
の
、
移
住
環
境
整

備
が
で
き
な
い
か
。

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

東
京　

区
に
在
住
ま
た
は
通
勤

し
て
い
た
方
が
、
群
馬
県
に
登
録

し
た
企
業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ
る

よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
方
、
ま
た

は
群
馬
県
の
起
業
支
援
金
を
受
け

た
方
で
移
住
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
世
帯
１
０
０
万
円
、
ま
た
は

単
身
で
は　

万
円
を
限
度
で
支
給

す
る
と
い
う
事
業
を
や
っ
て
い
ま

す
。Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
等
の
環
境
に
つ
い

て
は
、
使
用
す
る
機
材
に
よ
っ
て

デ
ー
タ
の
使
用
量
や
速
度
に
も
影

響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を

考
慮
し
な
が
ら
今
後
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

所
管
事
務
に
つ
い
て

23
60

48

30 18

16

（
委
員
長
　
星
野
　
吉
弥
）

道の駅「尾瀬かたしな」かたしな食堂

常 任 委 員 会



9 議案内容及び議決一覧・提言書提出

第２回臨時議会の主な議案内容及び議決一覧

専決処分の報告

専決処分の報告

専決処分の報告

全会一致
原案可決

報　告
第２号

全会一致
原案可決

報　告
第３号

令和２年度片品村一般会計補正予算
（第１号）

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

報　告
第４号

議　案
第27号

※欠席議員は「−」で、議長は「＼」で表示

飯
塚 

美
明

千
明 

道
太

髙
山 
悦
夫

萩
原 
正
信

後
藤 

眞
平

千
明
　 

勉

星
野 

吉
弥

北
澤 

佳
子

星
野 

栄
二

鹿
野 

一
郎

狩
野 

孝
夫

萩
原 

和
典

議
員
名

議
決
結
果

議
案
内
容

議
案
番
号

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３回定例議会の主な議案内容及び議決一覧

片品村介護保険条例の一部を改正する条例
全会一致
原案可決

議　案
第28号

花の駅片品の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例

全会一致
原案可決

議　案
第29号

専決処分の承認

専決処分の報告

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

承　認
第１号

全会一致
原案可決

報　告
第６号

報　告
第５号

特別職の職員で常勤のものの給与の臨時特
例に関する条例の制定

全会一致
原案可決

議会の議員の議員報酬の特例に関する条例
の制定

全会一致
原案可決

議　案
第30号

議　案
第31号

令和２年度片品村一般会計補正予算
（第３号）

令和元年度片品村一般会計繰越明許費繰越
計算書

発　議
第１号

飯
塚 

美
明

千
明 

道
太

髙
山 

悦
夫

萩
原 

正
信

後
藤 

眞
平

千
明
　 

勉

星
野 

吉
弥

北
澤 

佳
子

星
野 

栄
二

鹿
野 

一
郎

狩
野 

孝
夫

萩
原 
和
典

議
員
名

議
決
結
果

議
案
内
容

議
案
番
号

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○アンケート調査のお願い

提 言 書 出提

 　村民のみなさんにわかりやすく、開かれた議会づくりを目指すため、

アンケート調査（Ａ４両面印刷１枚）を実施しますのでご協力をお願い

いたします。配布された封筒に入れて、８月末日までに、組長さんに渡

していただきますよう、お願いいたします。

 　今年度開催予定の総務文教及び観光産業の

各常任委員会の視察研修を中止して、そこに

充てられていた予算を感染症対策事業費に使

用してもらうことが記載された提言書を、

６月５日の６月定例会の開催前に、星野議長

から梅澤村長に手渡されました。



視聴方法

７ 
月

６  

　
　
月

４   

月

５   

月

９月議会を傍聴しませんか！

編  

集  

後  

記

議 会 活 動 10

http：//www.vill.katashina.gunma.jp/片品村ホームページＵＲＬ

発
行　

片
品
村
議
会　

  

責
任
者　

星
野　

栄
二　

  

編
集　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会　

 

印
刷
所　

笠
原
印
刷︵
有
︶

編
集
委
員
長

萩
原
　
和
典

　
昨
年
末
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
で
猛
威
を
振
る

い
、
本
村
で
も
大
き
な
影
響
が
で
て

い
ま
す
。
特
に
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
の

外
出
自
粛
に
よ
り
本
村
の
基
幹
産
業

で
あ
る
観
光
産
業
は
深
刻
で
す
。
６

月
　
日
に
各
都
道
府
県
か
ら
の
往
来

規
制
が
解
除
と
な
り
観
光
客
も
少
し

ず
つ
動
き
は
じ
め
ま
し
た
。

　
村
内
の
小
中
学
校
も
徐
々
に
通
常

登
校
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な

ど
新
た
な
生
活
様
式
も
広
ま
り
ま
し

た
。

　
片
品
村
で
は
マ
ス
ク
の
配
布
、
商

品
券
の
支
給
等
の
対
策
を
行
い
ま
し

た
が
、
今
後
も
必
要
な
対
策
を
講
じ

て
い
き
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
早
期
に
終
息
し
、
夏
か
ら
秋
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
多
く
の
観
光
客
が

片
品
村
に
訪
れ
通
常
の
生
活
に
戻
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

議会広報編集特別委員会

委員長

副委員長

委  員

委  員

委  員

委  員

萩原　和典

後藤　眞平

千明　道太

千明　　勉

星野　吉弥

鹿野　一郎

○傍聴のお知らせ 次回定例会は、９月３日（木）の予定です。

 一般質問は、開会初日です。なお、一般質問の質疑応答（全文）は片品村公式ホームページ（HP）
の議会録画中継にて動画を閲覧できます。

○議会録画中継について

 年４回の定例議会開会日の模様を動画（録画）配信していますので、是非ご覧ください。

①片品村ホームページ

トップ画面右側

「片品村議会　会議中継」

をクリック
②「会議名でさがす」「議員名でさがす」
どちらかをクリック

2 日

5 日

 〃  

 〃  

9 日

 〃  

12 日

 〃  

19 日

20 日

武尊山山開き

第３回議会定例会開会

議会全員協議会（補正予算説明）

議会改革特別委員会

観光産業常任委員会

総務文教常任委員会

第３回議会定例会閉会

議会広報編集特別委員会

片品村文化協会総会

日光白根山山開き

7 日

 〃  

国・県事業概要説明会

議会と区長との懇談会

22 日

 〃  

 〃  

議会運営委員会

議会全員協議会

第２回臨時会

21 日

26 日

 〃  

 〃  

尾瀬山開き

議会運営委員会

議会全員協議会

議員会

議 会 活 動 日 誌

フか た し な トギ ラ リーオ ヤ

武尊山山開き尾瀬山開き

尾瀬の郷 片品村

片品村議会　会議中継

片品村観光情報片品村について

会議名でさがす 議員名でさがす

どちらかをクリック！

片品村ホームページ 片品村ホームページ
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